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減損損失の計上ならびに 

2022 年 12 月期通期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

当社は、2022 年 12 月期第 4 四半期（2022 年 10 月 1 日～2022 年 12 月 31 日）の連結決算において、

下記のとおり減損損失を連結純損益計算書の「その他費用」として計上することとしましたので、お知ら

せします。また、2022 年 11 月 2 日に公表いたしました 2022 年 12 月期通期連結累計期間の連結業績予想

と、本日公表の同期間における実績値に差異が生じましたので、併せてお知らせします。 

 

記 

１．減損損失の計上 

 ディスプレイ、プリント基板材料、ロシアにおける建築用・自動車用ガラス、欧州自動車用ガラス（ロ

シアを除く）の各事業について、将来の回収可能性を検討した結果、以下の通り、計 1,262 億円の減損損

失を計上することとしました。 

  

事業 回収可能性変更の要因 減損損失額 

ディスプレイ 
テレビ・PC 販売の伸び悩み、円安・原燃材料高騰による

コスト増 
737 億円 

プリント基板材料 
米中貿易摩擦及び中国における新型コロナウイルス感染

拡大の影響を受けた需要減 
322 億円 

ロシアにおける 

建築用・自動車用ガラス 
ロシア・ウクライナ情勢の長期化に伴う経済環境の悪化 

建築用：  99 億円 

自動車用：37 億円 

欧州自動車用ガラス 

（ロシアを除く） 
ロシア・ウクライナ情勢を契機とした自動車需要の低迷 67 億円 

 

２．2022 年 12 月期 通期連結業績予想と実績値の差異について         （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 税引前利益 当期純利益 
親会社の所有

者に帰属する

当期純利益 

基本的 

1株当たり 

当期純利益

（円） 

前回発表予想（Ａ） 2,050,000 190,000 177,000 128,000 92,000 415.08 

実績値（Ｂ） 2,035,874 183,942 58,512 22,505 △3,152 △14.22 

増減額 （Ｂ－Ａ） △14,125 △6,057 △118,487 △105,494 △95,152 － 

増減率（％） △0.7 △3.2 △66.9 △82.4 － － 

（ご参考） 

前期実績（2021 年 12 月期） 
1,697,383 206,168 210,045 159,062 123,840 559.11 



  

３．業績予想と実績との差異の理由 

 「1．減損損失の計上」に記載のとおり、減損損失を「その他費用」に計上したことなどにより、税引前

利益、当期純利益、親会社の所有者に帰属する当期純利益が前回発表予想を下回ることとなりました。 

 

  以 上 


